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【科目】環境工学特別研究I
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】通年・3単位
【対象学科・専攻】環境  1年
【担当教員】 前期：大和田　恭子

後期：大和田　恭子

【授業目標】
□研究課題および、その基礎となっている背景を体系的に正しく理解できる。
□研究課題の遂行に必要な実験的手法、解析的手法、数値的手法、資料・文献調査などの方法を理解し、運用できる
。
□得られたデータをまとめ、解析することができ、結果について合理的な説明ができる。
□研究課題に関わる英語の文献を読むことができる。
□研究発表会などの場で、自分の研究内容およびその結果を、相手に分かりやすく話すことができる。
□報告書などの作成において、その構成や文章表現が適切にできる。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は472.5時間である。

・建設工学、都市工学、衛生工学、物質工学、工業化学、材料工学、生物化学、化学、生物学など環境工学に関する
特別研究である。
・正副担当教員の指導の下、２年間かけて、上記の分野およびその関連分野に関わる研究課題を、実験的手法、解析
的、数値的手法、あるいは、調査、討論などによって解明する。
・研究成果は１年時末の中間発表会、および２年時末に外部への公開で行われる特別研究発表会で報告しなければな
らない。
・中間発表では講演予稿集を、２年時の最終発表では研究論文集を作成する。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教官の指示による。

【成績評価方法】
[前期]日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価する
。
[後期]日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価する
。

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 研究課題、および、その基礎となっている背景を理解し、課題遂行 70 % 日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表

に必要な実験的手法、解析的手法、数値的手法、資料・文献の調査 会における発表や質疑応答の内容により総合的に評

法を身に付け、運用できる。また、合理的な説明ができる（学習教 価する。

育目標Ｄに相当。）

2 研究発表会等の場で自分の研究内容、およびその結果を相手にわか 30 % 発表会におけるプレゼンテーション、報告書・論文

りやすく伝える。また、報告書等の作成において、その構成や文章 集等により総合的に評価する。

表現が適切にできる（学習教育目標Ｅに相当)。

【本校の学習・教育目標】
○(D-1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、創造性を発揮して現実の技術的課題の解決に応用で

きる
○(D-2) 技術的問題解決のために必要な情報を収集し、解析するための情報処理技術及び工学的ツールを活用できる
◎(D-3) 実験・実習科目の修得を通じて、自主的、継続的、そして計画的に学習できる能力を獲得する
○(D-4) 設定された目標に対し、互いに連携を図りながら目標達成に向けた行動ができる
◎(E-1) 自己の考えを論理的、客観的に口頭及び文章で表現できる



【授業計画】（環境工学特別研究I）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

２年 【環境工学特別研究課題（2年 環境工学特別研究は、担当教員（正副）の計画にした

生）：担当教員／副担当教員】 がって、テーマごとに２年間をかけて行なわれる。

2年次末には特別研究発表会が開かれる。

以下研究課題：

================

・硫黄脱窒素反応を用いた高効率微生物排水処理装置

による浄化槽高度処理　…　堀尾/宮里

・オープンポアを表面に持つ炭素小球体のリチウムイ

オン二次電池特性　…　太田/平

・アスファルト舗装を対象とした層状粘弾性体の応力

変位解析と実験的検討　…　木村（清）/田中

太陽光熱̶電気エネルギー変換素子材料の開発　…　

太田/藤野

以下、文字制限のため省略

１年 【環境工学特別研究課題（1年 環境工学特別研究は、担当教員正副の計画にしたがっ

生）：担当教員／副担当教員】 て、テーマごとに２年間をかけて行われる。

１年次末には、中間発表会が開かれる。

1年生の特別研究課題および担当教員は４月当初に特

別研究課題説明会を実施後、決定する。

以下研究課題：

================

・液相プロセスを用いた新規蛍光体セラミックスの合

成　…平/藤重　

・ブチルゴムシートを用いた凍結防止舗装構造の開発

とメカニズムの解明　…木村（清）/宮里

・レドックスフロ－蓄電池の耐久性に関する研究　…

　田中/宮里

・流動状態となった地盤の変形特性に関する研究　…

　森田/木村（清）

・植物が生産する生理活性物質の探索　…　友坂/大

岡

以下、文字制限のため省略


